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入
学
前
に
支
給
し
ま
す
！

新
入
学
準
備
費

　

町
で
は
、来
年
4
月
に
町
立
の
小
･
中
学
校

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
で
、経

済
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
保
護
者
に
対
し
、

新
入
学
準
備
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

�

①『
児
童
扶
養
手
当
法
』に
よ
る「
児
童
扶
養

手
当
」を
受
給
さ
れ
て
い
る
世
帯（
児
童
手
当

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

　

�

②
令
和
5
年
度
、ま
た
は
そ
の
前
年
度
に
お

い
て
町
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

　

�

③
保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
等
の
理
由
で
、

生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
お
困
り
の
世
帯

※�

こ
の
ほ
か
に
も
援
助
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�

12
月
20
日
㈬
ま
で
に
、教
育
総
務
課
、ま
た
は

各
小
学
校
に
申
請
用
紙
等
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
用
紙
は
、各
提
出
先
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

�

新
入
学
準
備
費
の
支
給
を
受
け
た
方
は
、令

和
6
年
度
就
学
援
助
費
の
う
ち「
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
費
等
」は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

教
育
総
務
課（

内
線
5
1
2
）

会
員
募
集
中
で
す
！

寄
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
公
社
）寄
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

『
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
』に
基
づ
き
、国
や
町
の
支
援
を
受
け
て
設
置

さ
れ
て
い
る
公
益
法
人
で
す
。県
や
町
、企
業
、

ご
家
庭
な
ど
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

実
施
し
ま
す
！

税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談

11
月
13
日
㈪

�

熊
谷
市
立
商
工
会
館
会
議
室

　
（
熊
谷
市
宮
町
2
―

39
） 

町
内
在
住
･
在
勤
の
方

�

11
月
10
日
㈮
ま
で
に
、電
話
で
関
東

信
越
税
理
士
会
熊
谷
支
部
事
務
局（

0
4
8
･
5
2
1
･
3
3
1
2
）へ
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

か
わ
は
く
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
で
展
覧
会

～
行
田
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
達
の
作
品
展
～

�

11
月
11
日
㈯
～
19
日
㈰
午
前
9
時
～
午
後

5
時

リ
バ
ー
ホ
ー
ル

�
障
害
者
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
、特
別
支
援

学
校
に
通
う
生
徒
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。同
時
に
、ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
ア
ワ
ー
体
験

の
ほ
か
、18
日
に
は
車
い
す
を
使
っ
て
博
物

館
を
見
学
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

※�

ク
ワ
イ
エ
ッ
ト
ア
ワ
ー
と
は
、音
や
光
な
ど
の

感
覚
過
敏
が
あ
る
方
が
過
ご
し
や
す
い
よ
う

に
刺
激
を
調
整
す
る
取
り
組
み
で
す
。

※�

18
日
㈯
の
イ
ベ
ン
ト
の
み
、事
前
に
県
立
川

の
博
物
館
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

入�

場
料
／
一
般
4
1
0
円
、高
校
生
以
上

2
0
0
円（
中
学
生
以
下
、障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
と
そ
の
介
助
者
1
人
は
無
料
）

か
わ
は
く
秋
ま
つ
り　
埼
玉
県
民
の
日
を
祝
い

す
べ
て
の
施
設
を
無
料
開
放
！

11
月
14
日
㈫
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※�

午
前
10
時
～
午
後
4
時
に
は
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�

荒
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
お
よ
び
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー
は
定
員
が
あ
り
ま
す
。当

日
、整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

共
通県

立
川
の
博
物
館（

5
8
1
･
7
3
3
3
）

開
催
し
ま
す
！

第
2
回
ふ
れ
あ
い
き
っ
か
け
コ
ン
サ
ー
ト

　
健
康
ふ
れ
あ
い
塾
で
は
、毎
月
第
3
木
曜
日

に
鉢
形
財
産
区
会
館
で
、仲
間
た
ち
が
楽
器

演
奏
を
互
い
に
聴
き
合
う
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
合
同
発
表

会「
ふ
れ
あ
い
き
っ
か
け
コ
ン
サ
ー
ト
」を
開

催
し
ま
す
。

11
月
18
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

鉢
形
財
産
区
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

１
５
０
人

�

多
彩
な
楽
器
に
よ
る
演
奏
、よ
く
知
ら
れ
た

曲
の
演
奏
も
行
い
ま
す
。

無
料

不
要

健
康
ふ
れ
あ
い
塾
･
金
子
修
さ
ん

　
（

0
9
0
･
8
9
4
4
･
3
4
2
3
）

税
理
士
･
司
法
書
士
が
お
応
え
し
ま
す
！

成
年
後
見
及
び
遺
言
･
相
続
無
料
相
談
会

　
関
東
信
越
税
理
士
会
埼
玉
県
支
部
連
合
会
と

埼
玉
司
法
書
士
会
は
共
催
で
、成
年
後
見
制
度

や
遺
言
･
相
続
の
知
識
、相
続
税
な
ど
の
税
に

つ
い
て
、無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
25
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
4
時

�

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
8
階
会
議
室

8
0
3
･
8
0
4

80
組

�
11
月
17
日
㈮
午
後
4
時
ま
で
に
、電
話
で
埼

玉
司
法
書
士
会
事
務
局
へ
。

※�

申
込
順
、定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

�

埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

　
（

0
4
8
･
8
6
3
･
7
8
6
1
）

を
セ
ン
タ
ー
が
引
き
受
け
、就
業
可
能
な
会
員

が
そ
の
仕
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
現
在
、セ
ン
タ
ー
で
は
、町
内
在
住
で
原
則
60

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。原
則
と
し
て
、毎
月
第
1
･
第
3

金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、セ
ン
タ
ー
事
務
所

（
鉢
形
2
6
0
9
）で
入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

危
険
･
有
害
な
仕
事
や
法
令
な
ど
で
規
制
さ

れ
て
い
る
業
務
は
扱
い
ま
せ
ん
。

�（
公
社
）寄
居
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（

5
8
1
･
3
4
5
1
）

募
集
し
ま
す
！

金
子
兜
太
記
念
秩
父
鉄
道
の
俳
句

応�

募
作
品
／
秩
父
鉄
道
や
沿
線
風
景
等
を
題

材
と
し
た
俳
句

応�

募
規
定
／
①
規
定
の
用
紙（
秩
父
鉄
道
の
各

駅
に
設
置
）に
よ
る
こ
と
、②
規
定
の
用
紙
1

枚
に
つ
き
3
句
ま
で
と
し
、1
人
3
枚
ま
で
、

③
未
発
表
の
も
の
に
限
る
、④
必
要
事
項
を

も
れ
な
く
記
載
す
る
こ
と

選
者
／
内
野
修
氏

応
募
期
限
／
12
月
8
日
㈮
必
着

選�

考
／
特
選
3
句
、入
選
10
句
、佳
作
30
句
と

し
、そ
れ
ぞ
れ
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す（
入
賞
句

の
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

発�

表
／
令
和
6
年
3
月
ご
ろ
に
入
賞
者
に
通
知

し
ま
す
。ま
た
、入
賞
句
を
秩
父
鉄
道
各
駅

に
掲
示
す
る
予
定
で
す
。

�

応
募
作
品
の
著
作
権
は
、協
議
会
に
帰
属
し

ま
す
。

応�

募
方
法
／
秩
父
鉄
道
各
駅
へ
提
出
す
る
か
、

協
議
会
事
務
局
宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。な
お
、郵
送
料
は
、応
募
者
の
負
担
と
し

ま
す
。

�

秩
父
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局（
熊
谷

市
企
画
課
内
）（
熊
谷
市
宮
町
2
―

47
―

1
、

5
2
4
･
1
1
1
1
内
線
5
2
9
）

開
催
し
ま
す
！

令
和
6
年
寄
居
町
二
十
歳
式

　
町
と
町
内
各
中
学
校
卒
業
生
代
表
で
構
成
さ

れ
た
二
十
歳
式
運
営
委
員
会
が
、令
和
6
年
1

月
7
日
㈰
開
催
の
二
十
歳
式
に
向
け
て
協
議
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　

案
内
状
は
11
月
1
日
現
在
で
、寄
居
町
に
住

民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
発
送
し
ま
す
。町

外
に
転
出
し
た
方
で
、寄
居
町
の
二
十
歳
式
に

出
席
を
希
望
す
る
方
は
、11
月
30
日
㈭
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館（

5
8
1
･
2
6
6
2
）

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
対
策

強
化
月
間
で
す
!

　

不
正
軽
油
と
は
、県
の
税
金
で
あ
る
軽
油
引

取
税
の
脱
税
を
目
的
と
し
て
、軽
油
に
灯
油
や

重
油
な
ど
を
混
ぜ
た
燃
料
や
、自
動
車
の
燃
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
灯
油
や
重
油
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　
不
正
軽
油
の
製
造
･
運
搬
･
販
売
･
使
用
は

悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、公

正
な
市
場
競
争
を
阻
害
し
、大
気
汚
染
等
環
境

や
健
康
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、県
で
は
不
正
軽
油
の
撲
滅
対
策
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
「
黒
煙
な
ど
通
常
と
は
異
な
る
排
気
ガ
ス
を

出
し
て
走
行
し
て
い
る
車
を
見
た
」等
、不
正
軽

油
に
関
す
る
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

県
税
務
課

　
（

0
4
8
･
8
3
0
･
2
6
5
8
）

受
水
槽
を

清
潔
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
！

　

工
場
や
学
校
な
ど
大
量
の
水
を
使
う
施
設

や
、断
水
が
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
病
院
等
の

施
設
に
は
、受
水
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
う
ち
、有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽

を
設
置
し
て
い
る
施
設
は
、簡
易
専
用
水
道
施

設
と
し
て『
水
道
法
』で
衛
生
管
理
が
義
務
付
け

ら
れ
、10
㎥
以
下
の
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る

施
設
や
集
合
住
宅
等
は
小
規
模
貯
水
槽
水
道
施

設
と
し
て
、町
の
条
例
で
衛
生
管
理
の
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。受
水
槽
の
設
置
者
は
、い

つ
も
き
れ
い
な
水
道
水
が
飲
め
る
よ
う
毎
年
1

回
以
上
の
受
水
槽
の
清
掃
や
、水
の
色
、濁
り
、

臭
い
、味
、残
留
塩
素
の
有
無
に
関
す
る
検
査
を

行
い
、適
正
な
衛
生
管
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
管
理
基
準

①�

受
水
槽
の
清
掃
を
毎
年
1
回
以
上
定
期
的
に

行
う
。

②�

受
水
槽
の
点
検
等
、有
害
物
･
汚
水
等
に

よ
っ
て
水
が
汚
染
さ
れ
る
の
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
行
う
。

③�

水
の
色
、濁
り
、臭
い
、味
な
ど
に
注
意
し
、供

給
す
る
水
に
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、必
要

な
も
の
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
。

④�

供
給
す
る
水
が
人
の
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、直
ち
に
給

水
を
停
止
し
、そ
の
水
を
使
用
す
る
こ
と
が

危
険
で
あ
る
旨
を
関
係
者
に
周
知
さ
せ
る
。

�

熊
谷
保
健
所（

5
2
3
･
2
8
1
1
）

　
上
下
水
道
課（

内
線
2
6
4
）

学びたい気持ちを応援します！
教育支援資金貸付

　埼玉県社会福祉協議会では、学費等の捻出が困難な低所得
世帯の学生に対し、教育支援資金貸付(無利子)を実施してい
ます。 
▶対象世帯／世帯の収入が一定の基準以下の世帯　　

※地域・家族構成等で基準が異なります。
▶対象となる学校と貸付金額

利用に当たっての留意点
①�修学する本人が申込者、世帯の生計中心者が連帯借受人とな

ります。
②本貸付より優先して利用いただく奨学金(他制度)があります。
③�受験する学校が決まっていれば、入学(合格発表)前でも申し

込みができます。
④申し込みは1年ごとです。
⑤貸付には審査があります。
▶返済期間／20年以内
▶相談･申し込み／寄居町社会福祉協議会

寄居町社会福祉協議会( 581･8523）

区分
貸付上限額・主な使途

教育支援費(月) 就学支度費(入学時のみ)
高校 35,000円

授業料
通学定期代等 500,000円

入学金
制服代
教科書代等

短大･
専門学校 60,000円

大学 65,000円

開
催
し
ま
す
!
　

深
谷
消
防
フ
ェ
ア
2
0
2
3

　

消
防
車
の
展
示
や
放
水
体
験
、地
震
体
験

な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
コ
ー

ナ
ー
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

※�

天
候
等
の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

11
月
5
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
2
時

�

深
谷
市
消
防
本
部（
深
谷
市
上
敷
免
8
5
8
）

無
料

�

深
谷
市
消
防
本
部
予
防
課

　
（

5
7
1
･
0
9
1
3
）

募
集
し
ま
す
！ 

自
衛
官
候
補
生
と

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間
／
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

�

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の

方（
採
用
予
定
月
の
1
日
現
在
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

受
付
期
間
／
12
月
1
日
㈮
ま
で

�

日
本
国
籍
を
有
す
る
17
歳
未
満
の
男
子（
中

卒
･
中
卒
見
込
含
）

　
（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

試�

験
日
／
令
和
6
年
1
月
6
日
㈯
～
8
日（
月
･

祝
）の
う
ち
指
定
す
る
1
日

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

受
付
期
間
／
令
和
6
年
1
月
5
日
㈮
ま
で

�

日
本
国
籍
を
有
す
る
17
歳
未
満
の
男
子（
中

卒
･
中
卒
見
込
含
）

　
（
令
和
6
年
4
月
1
日
現
在
）

試��

験
日
／
１
次
試
験 

令
和
6
年
1
月
13
日
㈯

　
14
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

2
次
試
験 

令
和
6
年
1
月
25
日
㈭
～
28
日
㈰

　
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

�

期
日
等
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事

務
所（

5
2
2
･
4
8
5
5
）

、
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